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気象台からの情報提供

気象庁 東京管区気象台

令和６年９月１２日
令和6年度第1回メディア連携協議会説明資料

① 段階的に発表される防災気象情報

② 線状降水帯の発生に関する情報

③ 関東甲信地方で大雨によって災害をもたらした事例
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① 段階的に発表される
防災気象情報
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東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters気象庁が発表する防災気象情報

天気予報
＜普段の生活で役立つ情報＞
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ここではこれら気象に
関する情報を分かり
やすく解説します

＜大雨時に活用できる情報＞
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ホームページ・SNS
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台風、集中豪雨、
地震、津波、火山等
の異常な自然現象の
把握と予測

防災気象情報
の発信

国土交通省（航空局）

都道府県

警察・消防

NTT

電力会社

報道機関

民間気象事業者

海上保安庁

市
町
村 関係団体

各種防災活動

国
民

利用者
船舶
航空機

避難指示の発令等

防災対策における防災気象情報の役割

防災気象情報は、報道機関や自治体等を通じて様々な手段で伝えられ、災害時の避難等の
防災対策や交通の安全等に貢献。

気象庁

国土交通省
水管理・
国土保全局

デ
ー
タ
配
信
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東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters

週間天気予報・天気予報

早期注意情報（警報級の可能性）

降水短時間予報

キキクル（土砂災害・浸水害・洪水害）

定期発表

毎日決まった時刻に発表する情報

防災気象情報は予測精度を踏まえて、段階的により詳細に発表
防災気象情報は、発生するおそれのある現象のスケールを踏まえ、予測可能性に応じて段

階的に発表現象の発生までのリードタイム（先行時間）が短い情報ほど、できるだけ時間、
区域、程度を明記した内容

災害に関連する気象現象が予想される場合に発表する情報

随時発表

1時間前3時間前3日前5日前1週間前 12時間前

ナウキャスト
（降水・雷・竜巻）

国管理河川６時間
都道府県管理河川３時間

台風情報（進路・強度予報）

（大雨・暴風等に関する）○○県気象情報

気象注意報・警報・特別警報

指定河川洪水予報

土砂災害警戒情報

関する気象情報
顕著な大雨に
関する気象情報

大雨情報
記録的短時間
大雨情報

段階的に発表される防災気象情報
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先行時間



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters早期注意情報（警報級の可能性）

※大雨以外にも「大雪」「暴風（暴風雪）」「波浪」「高潮」についても確認することができます。

5日先までに警報級の大雨等になる可能性があるかどうかが確認できる
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[中]：可能性は高くありませんが、命に危険を及ぼすような警報級の現象となりうることを
表しています。明日までの警報級の可能性が［中］とされているときは、深夜などの警報
発表も想定して心構えを高めてください。

[高]：警報を発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況です。
明日までの警報級の可能性が［高］とされているときは、危険度が高まる詳細な
時間帯を気象警報・注意報で確認してください。

大雨時に活用できる情報

〇〇 〇〇
〇〇〇〇 〇〇

〇〇 〇〇

〇〇

〇〇
〇〇〇〇 〇〇

〇〇

雨マークがついている日が何日か
あるけど、一体災害が起きそうな
雨が降るのかどうか、これだけだと
分からないな…

早期注意情報を確認すると、
3日は警報が発表されるほどの雨
になる可能性が高くて、4日も可
能性があることが確認できるんだね。
7日は今のところそこまでの雨は
予想されていないんだね。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters気象情報（全般・地方・府県）

具体的な気象の見通しや防災上の留意点等が確認できる
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今後どれくらいの雨が降るのか記載しています。

どのような災害に警戒すべきかなどが記載しています。

災害に結びつくような激しい現象が発生する可能性のあるときに発表されます。
「全般気象情報」では全国に対する解説を、
「地方気象情報」は地方予報区（全国を11ブロックに分けた地域）に対する解説を、
「府県気象情報」では都道府県（北海道や沖縄県ではさらに細かい単位）に対する解説を
ご覧いただけます。

いつどこでどのような災害の可能性があるか端的
に記載しています。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters台風情報

現在の台風の中心気圧、風速、5日先までの台風の進路や強さの予報が確認できる
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階級 最大風速

強い 33m/s以上～44m/s未満

非常に強い 44m/s以上～54m/s未満

猛烈な 54m/s以上

階級 風速15m/s以上の半径

大型 500km以上～800km未満

超大型 800km以上

台風の強さ 台風の大きさ

暴風域に入る確率も確認できます。
地域ごとの時系列表示分布表示

「大型」は台風の大きさのことで台風の
強さを表しているわけではないんだね。

台風が接近している地域の方は、早めに災害への備えを確認するなどしましょう。
また、台風が接近する前から大雨となることもありますので、他の情報も合わせて確認してください。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters警報・注意報（今後の推移）

発表中の警報や注意報等について、どの時間帯にどの災害に警戒すべきかなどが確認できる

〇〇市の多いところで、どのくらいの量
の雨が降るかの予報を数値（ミリ）で
示しています。

予想される波の高さを表示しています。
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〇〇

〇〇〇〇

〇〇

特に夜間から早朝にかけてどうなるか確認し、その時間帯に赤色になっている場合には、
暗くなる前に早めに避難するなど早めの行動が必要になってくる可能性があります。

これを見ると土砂災害や洪水は夕方までがピークだけど
夜遅くまでは注意が必要みたいだ。
雷・竜巻・ひょうは明日も引き続き注意が必要みたいだ。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters大雨警報（浸水害）・注意報

大雨警報（浸水害）・注意報の発表の仕組み
①短時間の大雨によって
地表面にどれだけの水が
流れているかを計算

②この量を、過去の浸水害時の値と比較し
浸水害が発生しうる値に基準を設定

③大雨の際にこの量を計算し、
基準値を超えると予想した
場合に発表

過去に軽微な災害有り
⇒注意報基準

過去に重大な災害有り
⇒警報基準

想定される災害例
（イメージ）

短時間の大雨により浸水害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

※この量は、実際に計測しているものではなく、降った雨の量などから計算しています。

10

地表面を流れる水

地
表
面
を
流
れ
る
水
の
量

地
表
面
を
流
れ
る
水
の
量

過去に
災害無し

大雨注意報・警報(浸水害)は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定して
いますので、この情報が発表されたときには浸水害が発生しうることを意味しています。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters土砂災害警戒情報、大雨警報（土砂災害）・注意報

1時間の雨の量
と

土の中の水分量※
から

土の中の
水分量

1時間の雨の量

土砂災害発生の危険度を計算し、
基準を超える場合に発表

命に危険が及ぶような土砂災害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

土砂災害警戒情報の発表の仕組み
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土砂災害警戒情報と大雨警報（土砂災害）・大雨注意報の関係
避難に必要な時間を考慮して

基準を超える2時間程度前に発表
避難に時間がかかる方を考慮して

土砂災害警戒情報よりも1時間程度早く
発表できるよう基準を設定

大雨警報(土砂災害)よりもさらに
1時間程度早く発表できるよう

基準を設定
土砂災害発生

大雨注意報大雨注意報大雨警報
(土砂災害)
大雨警報
(土砂災害)

土砂災害
警戒情報
土砂災害
警戒情報

過去に土砂災害が発生したかどうかの状況と、そのときの雨や土の中に溜まった
水分量を基に土砂災害が発生する可能性のある基準を設定しています。

土砂災害警戒情報や大雨警報（土砂災害）は避難にかかる時間を考慮して発表しています。
また、土砂災害警戒情報は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定していますので、
この情報が発表されたときには命に危険が及ぶような土砂災害が発生しうることを意味しています。

※土砂災害警戒情報は都道府県と気象庁が共同で発表

※土の中の水分量（＝土壌雨量指数）
は、実際に計測しているものではなく、
降った雨の量などから計算しています。

土壌雨量指数の計算（タンクモデル）



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters洪水警報・注意報

洪水警報・注意報の発表の仕組み

①河川の上流域の雨が河川に流れ出て、
下流へと移動する量を計算

②この量を、過去の洪水災害時の値と比較し
洪水災害が発生しうる値に基準を設定

中小河川の増水や氾濫により洪水災害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

※河川の上流域の雨が河川に流れ出て、下流へと移動する量は、実際に計測しているものではなく、降った雨の量などから計算しています。
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過去に軽微な災害有り
⇒注意報基準

過去に重大な災害有り
⇒警報基準河

川
を
流
れ
る
水
の
量

想定される災害例
（イメージ）河

川
を
流
れ
る
水
の
量

③大雨の際にこの量を計算し、
基準値を超えると予想した
場合に発表

過去に
災害無し

洪水注意報・警報は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定していますので、
この情報が発表されたときには洪水災害が発生しうることを意味しています。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters指定河川洪水予報

洪水によって重大な損害が生じるおそれのある河川について氾濫が予想される場合等に河川単位で発表

①洪水によって重大な損害が生じるおそれ
のある河川をあらかじめ指定

②河川ごとに情報を発表する基準となる水位を設定

重大な損害が生じるおそれのある河川の例
（イメージ）

情報の種類 情報が発表される状況
氾濫発生情報
【警戒レベル５相当】 河川が氾濫し、その氾濫水への警戒が必要な状況

氾濫危険情報
【警戒レベル４相当】

いつ氾濫してもおかしくない状況
氾濫が発生した際などに備え避難等が必要な状況
※まもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位上昇が見込まれる場合、
あるいは氾濫危険水位に到達した場合

氾濫警戒情報
【警戒レベル３相当】

氾濫が発生した際などに備え避難準備などを始める状況
※氾濫危険水位に到達が見込まれる場合、あるいは避難判断水位に
到達し、さらに水位上昇が見込まれる場合

氾濫注意情報
【警戒レベル２相当】

氾濫の発生に対する注意が必要な状況
※氾濫注意水位に到達し、さらに水位上昇が見込まれる場合

③現在の河川の水位や今後の予測等に応じて以下の情報を発表

指定河川洪水予報の発表の仕組み
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指定河川洪水予報は、水位の予測
を行い、その結果も踏まえ情報を
発表しています。
「氾濫危険情報」が発表されたときは
いつ氾濫してもおかしくない状況です。

※指定河川洪水予報は国土交通省または都道府県の機関と気象庁が共同で発表



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquartersキキクル（危険度分布）

雨による土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度を5段階の色分け表示でリアルタイムで確認できる

注意注意

警戒警戒

危険危険

災害切迫災害切迫
土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

注意報と対応

警報と対応

土砂災害警戒情報と対応
浸水と洪水は警報基準を大きく
超過した基準

特別警報と対応

※1kmメッシュ単位で表示（洪水キキクルは河川の形状に沿って表示）

危険危険

災害切迫災害切迫
「黒色（災害切迫）」が表示される
と、以下の写真のような災害が既に
発生している可能性が高い状況です。

※特別警報の発表は格子数や今後の雨の降り方を考慮

キキクル
（1kmメッシュ単位）

警報・注意報等の発表状況
（市町村単位）
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気象庁撮影気象庁撮影気象庁撮影

「黒」の領域では警戒レベル５に相当し、
命の危険が迫っている状況です。
遅くとも「紫」が出現した時点で、速やか
に避難の判断をすることが重要です。

「注意報や警報」は市町村単位
で発表されるけど、キキクルを見ると
実際に市町村内のどこで危険度
が高まっているか確認できるんだね。



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters

雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

土砂キキクル
大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水キキクル
大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発生する場所・時間とは、
必ずしも一致しない。）

高
危
険
度

低

スマートフォンで気象庁HPの
トップページから容易にアクセ
ス可能

スマートフォンで気象庁HPの
トップページから容易にアクセ
ス可能 土砂災害 浸水害 洪水

都市化率、傾斜、地質等も
考慮して危険度を算出

避難行動の確認が
必要とされる

警戒レベル2に相当

自治体が高齢者等避難
を発令する目安となる
警戒レベル3に相当

自治体が避難指示
を発令する目安となる
警戒レベル4に相当

自治体が緊急安全確保
を発令する目安となる
警戒レベル5に相当

雨量の予報から災害危険度の予報へ
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東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
土砂災害・浸水害・洪水災害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示
ハザードマップの災害リスク情報と重ね合わせて表示することも可能

洪水災害浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け
洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高

災害リスク情報との
重ね合わせ
・土砂キキクルは土砂災害警戒区域等を
・洪水キキクルは洪水浸水想定区域を
重ね合わせて表示可能

キキクル（警報の危険度分布）の確認方法
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過去の事例



東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters警報等で気付きキキクル等で詳細な情報を確認

Pull型の情報Push型の情報

注意報

等

市町村市町村危険度の
高まり等を
伝える

警報 住民等
危険の詳細を把握

早期注意情報
（警報級の可能性）

危険度の高まりを伝える

市町村長の避難情報
住民等の主体的避難

危険度が高まる時間帯と場所

危険度の高まる
タイミングや
エリアを確認

警報（危険度の時系列）

等

いつ
特別警報

土砂災害警戒情報

市町村の避難指示等の発令や住民等の避難開始の判断を支援するために、警報等が発表され
たときに、危険度が高まる時間帯と場所を一目で把握できる情報が提供されている。

キキクル
どこで
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東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/ame_chuui/ame_chuui_p8.html

早めの

対策を！
早めの

対策を！

５段階の警戒レベルと防災気象情報
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東京管区気象台
Tokyo Regional Headquarters警戒レベルに対応した防災気象情報の役割

主体的な避難行動の判断
住民等

警戒レベルを付した
避難指示等の発令

市町村

相当する警戒レベルを付した
防災気象情報等の発表

気象庁、河川・砂防部局等

「住民に行動を促す」
警戒レベルを付した
避難指示等

「避難指示等の発令
判断に資する」
防災気象情報等

避難指示等の発令状況を確認し、
発令されている場合は直ちに避難
するとともに、発令されていなくとも
防災気象情報等を用いて主体的に
避難を判断。

報道機関や気象キャスター、
ネットメディア、

地域防災リーダー等による
住民等に寄り添った呼びかけ

情報の伝え手

市町村の避難情報の発令判断を支援する役割。
「状況情報」としての、住民等が避難行動をとる前の段階の「マインド作り」「危機意識醸成」という役割。
避難行動をとるための情報として、自治体の避難情報と気象庁等の防災気象情報の組み合わせが
重要。

「住民が自ら行動をとる
際の判断に参考となる」
相当する警戒レベルを付した
防災気象情報等

地区防災計画
マイタイムライン
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② 線状降水帯の発生に関する情報
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次々と発生する発達した雨雲が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過また
は停滞することで作り出される、線状に伸びる長さ50～300km程度、幅20～50km程度の強い降水をともなう雨域を
線状降水帯といいます。近年、線状降水帯による大雨によって甚大な被害がもたらされた事例が多くなっています。

事例 顕著な災害が
発生した都道府県

死者・
行方不明者 住家全半壊 住家浸水

平成26年8月豪雨 広島県 77名 396棟 4183棟

平成27年9月関東・東北豪雨 栃木県 3名 989棟 5039棟

平成29年7月九州北部豪雨 福岡県・大分県 40名 1432棟 1667棟

平成30年7月豪雨
広島県 133名 4771棟 8999棟

福岡県 4名 249棟 3390棟

令和2年7月豪雨
熊本県 67名 4582棟 890棟

福岡県 2名 1006棟 2601棟

※ 被害の情報は、総務省消防庁の災害情報一覧より。

球磨川（熊本県八代市）の氾濫被害 線状降水帯による大雨によって甚大な被害がもたらされた事例

（気象台関係者撮影）

線状降水帯の代表的な発生メカニズムの模式図
「雨雲の動き」（高解像度降水ナウキャスト）

線状降水帯と氾濫被害の例（令和２年７月豪雨）

線状降水帯とは
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線状降水帯による大雨の可能性があるときや実際に線状降水帯が発生した場合に発表

線状降水帯による大雨の可能性がある場合
線状降水帯による大雨の可能性がある程度高い場合
に、「気象情報」において半日程度前から府県単位等
で線状降水帯というキーワードを用いて呼びかけます。

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中
で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で
実際に降り続いている状況を「線状降水帯」という
キーワードを使って解説します。

「雨雲の動き」、「今後の雨」（1時間雨量又は3時間雨量）において、大雨
による災害発生の危険度が急激に高まっている線状降水帯の雨域を赤い楕
円で表示しています。

実際に線状降水帯が発生した場合

線状降水帯に関する情報（顕著な大雨に関する気象情報等）

22

線状降水帯による大雨の可能性があると発表された場合には、大雨災害に対する危機感を早めにもって
いただき、ハザードマップや避難所・避難経路の確認等を行っていただくことが考えられます。
実際に線状降水帯が発生したと発表があった場合には、災害発生の危険度が高まっている場所の詳細を
キキクルや水位情報等で確認し、少しでも危険を感じた場合には、自ら安全な場所へ移動する判断が大事です。

大雨に関する三重県気象情報 第19号
2024年8月31日05時42分 津地方気象台発表
＜見出し＞
三重県では、 9月1日午前中にかけて、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度
が急激に高まる可能性があります。
＜本文＞
…（中略）…

令和6年 台風第10号に関する東海地方気象情報 第18号
2024年8月31日05時00分 名古屋地方気象台発表
＜見出し＞
愛知県、岐阜県、三重県、静岡県では、9月1日午前中にかけて、線状降水帯が発生し
て大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。
＜本文＞
…（中略）…

顕著な大雨に関する三重県気象情報 第1号
2024年8月31日13時57分 津地方気象台発表

＜見出し＞
三重県北中部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いて

います。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっ
ています。
＜本文＞
なし
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国民ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に情報の発表を早めていく

令和６(2024)年～

府県単位で半日前から予測
（令和6年5月開始）

令和11(2029)年～

市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半日前から提供

令和８(2026)年～

2～3時間前を目標に
発表

※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、
情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

令和４(2022)年～

広域で半日前から予測
(令和4年6月開始)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報
(令和3年6月開始)

イメージ

線状降水帯の雨域を表示

次期静止
気象衛星
令和11年度
運用開始予定

今年度の新たな運用

観測や予測の強化の成果を順次反映し、令和４年６月より、線状降水帯による大雨の可能性の半日程
度前からの呼びかけを、令和５年５月より、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降水帯の発生をお知
らせする情報）をこれまでより最大30分程度前倒しして発表する運用を開始。
令和６年５月27日からは、令和４年度から開始した半日程度前からの呼びかけを府県単位で実施。

線状降水帯による大雨の可能性を伝える

令和５(2023)年～

最大30分程度前倒しして発表
(令和5年5月開始)
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（情報の改善）
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③関東甲信地方に大雨による災害をも
たらした気象事例
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■概要
• 台風第19号は令和元年10月12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関東地方を通過し、13日未明に東北地方の東海上
に抜けた。

• 静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨となった。10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリ
に達し、東日本を中心に17地点で500ミリを超えた。この記録的な大雨により、13都県に大雨特別警報を発表した。

• 東京都江戸川臨海では観測史上1位の値を超える最大瞬間風速43.8メートルを観測するなど、東日本から北日本にかけての広い範囲で
非常に強い風を観測した。また、12日には千葉県市原市で竜巻と推定される突風が発生した。

• 静岡県石廊崎で波高13メートル、京都府経ヶ岬で波高9メートルを超える記録的な高波が観測されたほか、東京都三宅島で潮位230セン
チなど、静岡県や神奈川県、伊豆諸島で、過去最高潮位を超える値を観測したところがあった。

• この大雨の影響で、広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、土砂災害や浸水害が発生した。これら大雨による災害及び暴風等により、
人的被害や住家被害、電気・水道・道路・鉄道施設等のライフラインへの被害が発生した。また、航空機や鉄道の運休等の交通障害が
発生した。（被害に関する情報は令和元年12月12日内閣府とりまとめによる。）

気象衛星（赤外画像）

■災害状況（令和元年12月12日現在 内閣府資料より）：全国の合計（10月25日からの大雨による被害状況を含む）
死者99名、行方不明者3名、住家全壊3,081棟、住家半壊24,998棟、住家一部損壊26,284棟、床上浸水12,817棟、床下浸水24,472棟

10月10日から13日にかけての
降水量の期間合計値

10月12日19時

台風が大型で強い勢力
で伊豆半島に上陸した
頃は、台風本体や周辺
の発達した雨雲が西日
本から北日本にかかっ
ている。

台風第19号

9日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

9日21時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日9時 大型 強い
950hPa 40m/s

11日21時 大型 非常に強い
945hPa 45m/s

11日9時 大型 非常に強い
935hPa 45m/s

10日21時 大型 非常に強い
920hPa 50m/s

10日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日18時 大型 強い
955hPa 40m/s

12日21時 大型 強い
965hPa 35m/s

13日9時 大型
975hPa 30m/s

10月12日19時前
伊豆半島に上陸

台風経路図 13日12時 温帯低気圧に変わる
980hPa

順位 都道府県 市町村 地点 期間合計値
(mm)

1 神奈川県 足柄下郡箱根町 箱根（ハコネ） 1001.5
2 静岡県 伊豆市 湯ケ島（ユガシマ） 760.0
3 埼玉県 秩父市 浦山（ウラヤマ） 687.0
4 東京都 西多摩郡檜原村 小沢（オザワ） 649.0
5 静岡県 静岡市葵区 梅ケ島（ウメガシマ） 631.5
6 神奈川県 相模原市緑区 相模湖（サガミコ） 631.0
7 東京都 西多摩郡奥多摩町 小河内（オゴウチ） 610.5
8 宮城県 伊具郡丸森町 筆甫（ヒッポ） 607.5
9 埼玉県 比企郡ときがわ町 ときがわ（トキガワ） 604.5

10 埼玉県 秩父市 三峰（ミツミネ） 593.525

令和元年東日本台風（台風第19号）令和元年10月10日~13日
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■概要
• 8月22日にマリアナ諸島で発生した台風第10号は、24日にかけて発達しながら北へ進み、25日には進路を北西へ変えて進んだ。台風は日本
付近で動きが遅くなり、27日に非常に強い勢力となって奄美群島に接近した後、29日に鹿児島県薩摩川内市付近に上陸した。

上陸後は、勢力を弱めながらゆっくりとした速度で九州や四国を通って東海道沖へ進み、9月1日に熱帯低気圧に変わった後、2日までに不明

瞭となった（以上、速報解析による）。

• 動きの遅い台風や太平洋高気圧の縁を回る暖かく湿った空気の影響が長く続き、8月31日には三重県で線状降水帯も発生して、東海地方や関
東甲信地方では記録的な大雨となった。

• アメダスによる観測では、三重県や静岡県、神奈川県、東京都で72時間降水量が観測史上1位の値を更新した地点があったほか、8月27日
00時から9月1日24時までの総降水量は、静岡県伊豆市天城山で 977.5ミリを観測するなど、東海地方や関東甲信地方で平年の8月の月降水

量 の2倍以上となった地点が多数あった。

台風第10号経路図（速報値）

8月22日
マリアナ諸島で発生

8月29日8時
鹿児島県
薩摩川内市
に上陸

9月1日12時
熱帯低気圧に変

わる

海老名（神奈川県）：8月27日12時～9月1日12時 1時間降水量、積算降水量
実況天気図
（8月30日9時）
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降水量の期間合計値（8月27日～9月1日：6日間） 降水量の期間合計値：多い方から10位まで

令和6年台風第10号による大雨 令和6年8月27日～9月1日

期間合計値
mm

1 静岡県 伊豆市 天城山（アマギサン） 977.5
2 宮崎県 えびの市 えびの高原（エビノコウゲン） 911.0
3 宮崎県 東臼杵郡美郷町 神門（ミカド） 820.5
4 静岡県 静岡市駿河区 静岡（シズオカ）* 720.0
5 静岡県 熱海市 網代（アジロ）* 711.0
6 静岡県 藤枝市 高根山（タカネサン） 707.0
7 静岡県 牧之原市 静岡空港（シズオカクウコウ） 692.0
8 三重県 多気郡大台町 宮川（ミヤガワ） 691.5
9 徳島県 那賀郡那賀町 木頭（キトウ） 679.5
10 鹿児島県 肝属郡錦江町 田代（タシロ） 672.5

順位 都道府県 市町村 地点
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おわり
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